
環境特性に最も優れた化石燃料である天然ガスは、国の政策の追い風もあり日本において今後も需

要拡大が見込まれるエネルギー源です。東京ガスはこの成長性ある天然ガスを事業の核として、国

内最大のエネルギー需要地である関東圏で、都市ガスの製造・供給インフラを構築。長年培ったガ

ス利用の技術力とエンジニアリング力で着実にお客さまとのネットワークを広げてきました。

大規模な設備形成期を終え投資回収期に入った今、当社は潤沢なキャッシュフローを背景に、基盤と

なる都市ガス事業の強化はもとより、エネルギー業界の規制緩和がもたらすビジネスチャンスを確実

につかむため、さまざまな取り組みを展開。新たな市場を開拓する「攻め」と、お客さまとの結びつき

をより強固にする「守り」の両面を強化しながら、多様なエネルギーソリューションを提供する「エネ

ルギーフロンティア企業グループ」を目指してさらなる成長に挑戦します。

「攻め」と「守り」の戦略を左ページ裏面でご説明しています。開いてご覧ください。

ガス販売量・お客さま件数
（単体）

キャッシュフローと設備投資額
（単体）

� 940万件におよぶお客さまとの信頼の絆

� あらゆるニーズに応える最先端のエネルギーソリューション

� 戦略的な事業展開を可能にする潤沢なフリーキャッシュフロー

より強く、成長を続ける企業グループへ

�

東京ガスの強み

0

500

1,000

1,500

2,000

0

3,000

6,000

9,000

12,000

15,000

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000
百万m3; 46.05 MJ/m3 千件 億円

’04 ’05 ’06 ’07 ’08 ’09

家庭用 当期利益
フリーキャッシュフロー＝当期純利益＋減価償却費ー設備投資額

減価償却費工業用
商業用・その他 卸 お客さま件数

設備投資額

5カ年の伸び率2.6% フリーキャッシュフロー

（3月期）（3月期） ’08’07’06’05’04’03’02’01’00’99’98’97’96’95’94’93’92’91

TOKYO GAS ANNUAL REPORT 2004 [ 4 ]

Unrivaled 

Advantages ][
一次エネルギー供給に占める

天然ガスのシェア

各主要エリアにおける国内総生産の割合

出典：BP Statistical Review of
World Energy 2004

出典：内閣府
（2002年3月期）

（注）東京エリア：東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県
茨城県、栃木県、群馬県、山梨県、長野県

大阪エリア：大阪府、兵庫県、京都府、滋賀県、奈良県、和歌山県
名古屋エリア：愛知県、岐阜県、三重県

� 一層の増加が見込まれる日本の天然ガス需要

� 首都圏・関東地域に集中する経済成長のポテンシャル

� 環境意識の高まりによる天然ガス利用拡大への期待

揺るぎない優位性

成長への追い風

[ 1 ] TOKYO GAS ANNUAL REPORT 2004
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